
社会科授業における経済学習

一歴史的分野を例として一

広島大学附属福山中・高等学校 大江和彦

中世という時代，生産においては分業・大量生産，流通においては，安全・迅速・確実を

めざすサービス業が発生・発展した。つまり，生産・流通・消費の3つをあわせた経済の仕

組みの急速な発展が社会構造の変化を生み出したのである。農民や独立した手工業者の生産

品を誰が所得とし，誰がどこに運び消費するのか。モノと貨幣の流れを，それぞれの生産者

やサービス提供者の立場から理解し，原始・古代の経済と比較して何がどう変わったのかを

考察することを通じて， r中世の生産と流通」を学ぶ。つまり，現代日本の抱える経済的諸問
題の分析を通じて，経済社会の変化と発展を考察し，未来の日本のあり方を考えるための前

提として，日本の歴史の推移における経済の基本的な仕組みと特質をできるだけ長いスパン

で理解できる授業を構成する。

1.現代日本の経済問題

近年，大学へ進学する際，経済学の道をを志す生徒が

増えている。それはなぜだろうか。

保護者が勤める会社が経営不振であることを原因とし

て，給料が減り，自分の小遣いが減ったとか，保護者が

勤めていた会社のリストラに遭い，奨学金を得なければ

大学進学も難しい，という厳しい経験をした生徒もいる

であろうし，何となく経済学を勉強しておいた方が就職

に有利であるらしいとか，漠然と興味があるしお金儲け

ができそうなどとd思っている生徒もいるだろう。実にさ

まざまな理由が考えられるが，おそらく現在の日本経済

の危機的状況を，肌身を以て感じている生徒が多くなっ

ているからであると考えられる。危機は同時に，チャン

スでもあり， rこのような時代だから」こそ，経済学を学
ぼうとするのであろう。

経済とは，広辞苑によると， r①国を治め人民を救うこ
と。経世済民。政治。②人間の共同生活の基礎をなす物

質的財貨の生産・分配・消費の行為・過程，ならびにそ

れを通じて形成される人と人との社会的関係の総体」と

ある。言い換えれば，経済=政治であると同時に，人間

の共同生活は，経済の仕組みによって成立している，と

もいえる。当然，国民全体が注目し，危機惑を持ってい

る現代日本の経済問題は，非常に複雑なシステムのもと

で動いている。それを全て理解するのは非常に難しい。

だが，現在の日本を覆っている深刻な不安感は，金融危

機・デフレスパイラルなどさまざまな経済面の現象の総

体としてとらえることができるし，さまざまな経済的現

象は，人間の営みの結果であることもまた事実である。

ll.社会科授業における経済学習

当校では， π型の社会科授業でカリキュラムが構成さ

れているため，中学校で経済に関する理論的学習を行う

のは3年生 (2年後)となる。今回授業を行う 1年生は，

そういう意味で，暮らしの実体験に基づく経済論理しか

学んでいないともいえる。つまり，政治と深く関係し，

社会生活の基礎として重要な経済の仕組みと発展を，生

徒は，意識しているとしていないとに関わらず，学問と

して体系的にではなく，生徒の日常生活における経験を

もとにして知っているということである。しかし，過去

の歴史をひもとき，過去の事実を歴史としてではなく，

現在につながる 1つの過程として認識することは，現代

日本が抱える経済問題を将来的に経験し，直接的・間接

的にでも解決していかなければならない生徒たちにとっ

て，非常に重要であると考える。社会が複雑化し，本質

的な問題を見つけにくい現代において，社会科という教

科の果たす役割は大きいと考える。社会を構成する一員

として， 日本社会のあり方を考えるためには，公民的分

野だけではなく，歴史的分野からも社会の変容・発展に

関する経済的視点を学ぶ機会があることは，政治史的歴

史観が支配的な今日において，重要なことである。

今回は，中学校社会科歴史的分野の授業において，経

済社会の形成過程と基本的構造をいかに教材化するかを

テーマに授業試案を提示する。

m.授業構成の論理
経済とは，生産と分配と消費の過程である。

生産とは，自然物に人力を加えて，人にとって有用な

財をっくりだすことであり，分配とは，個々人が生産物
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を社会的法則に従って分けることである。つまり，土地

所有者は地代，資本家は利潤，労働者は労働賃金をとい

うふうに，各人が生産に関わった割合に従ってその所得

を手に入れることでもある。消費とは，欲望の直接・間

接の充足のために財貨を消耗する行為であり，生産と表

裏の関係、をなす経済活動でもある。

経済社会を理解する上で，経済社会を構成する生産・

分配・消費の各活動ごとに重要なポイントをあげると，

次のようになる。

生産面では差益(主体)，盟主(生産物)，どのように(生

産方法)，生産するのか。分配面では差益(主体)，但主(分

配対象)，どのように(分配方法)，分配するのか。消費面で

は差益(主体)，盟主(消費物)，どのように(消費方法)，消

費するのか。「どれくらいJ，や， rなぜ」などという疑問
もあるが，ここでは上の文章を基本として授業構成の論

理を探る。

周知のように，日本の歴史を概観すると，

1.原始(旧石器(先土器)時代，縄文時{勺

2.古代(弥生・古墳・飛鳥・奈良・平安時代)

3.中世(鎌倉・南北朝・室町・戦国時代)

4.近世(安土桃山・江戸時代)

5.近代(明治・大正・昭和20年まで)

6.現代(昭和20年から現在まで)

と時期区分をすることができる。これは，政権所在地

等によって一般的な時代区分が行われているに過ぎない

が，経済社会の変質という視点から時代区分をすると，

次のようになると考えられる。この時代区分については，

経済社会のどの面を重視するかよって，経済史の成果と

してもさまざまな諸論があるが，政治的論理によって時

代を理解させるのではなく，経済面の諸現象を人間の営

みとして理解し，その結果生じた経済社会の変化を政治

史的背景によって理解させるという耕構成の基本的方

針を取りたいと考える。その際，中学校1年生という発

達段階で実施するということを考慮し，極力潮干な語句

は避けることとした。

1 自然経済社会(原始~古代)

。この社会の経済的特色

・生産…農民等が農作物等を生産する

・分配…農作物等は，農民と支配者に分配される

・消費…農民と支配者によって生活のために消費される

(第一次産業と第二次産業が中心の社会)

2 前期商品経済社会(中世前期~近世初め)

。この社会の特色

・生産…農民が商品作物など農作物を生産する

手工業者が手工業製品を生産する

商人や金融業者や運送業者はサービスを生産する

-分配…農作物や手工業製品は，それを必要とする人々

に分記される

サービスは，それを必要とする人々に分配される

・消費…生産物は，それを必要とする人々によって生活

や利便性のために消費される。

(第一次・二次産業に加え第三次産業が発達した時代)

3 後期商品経済社会(近世(江戸時代))

。この社会の特色

・生産…農民が商品作物など農作物を生産する

手工業者が手工業製品を生産する

商人や金融業者や運送業者はトピスを生産する

・分配…農作物や手工業製品は，それを必要とする人々

分配される。

サーヒコは，それを必要とする人々に分配される

・消費…生産物は，それを必要とする人々によって生活

や利便性のために消費される。

(第一次・第二次産業のさらなる発達に伴い，第三次

産業がより発達した時代)

4 産業資本主義経済社会(近代(明治~昭和二十年まで))

。この社会の特色

・生産…農民が農作物を生産する

手工業者が手工業製品を生産する

商人や金融業者や運送業者はサービスを生産する

労働者が労働力を生産する

※工業製品は，工場制機械工業により生産され，

労働者の労働力が用いられた。

-分oe.".農作物や手工業製品は，それを必要とする人々
に分配される

サービスは，それを必要とする人々に分配される

・消費…生産物は，それを必要とする人々によって生活

や利便性のために消費される。

(政府の強力な指導の元で，第二次産業を中心に発達

し，第三次産業が発達した時代)

5 高度資本主義経済社会(現代(昭和20年~現在))

。この社会の特色

・生産…農民が農作物を生産する

手工業者が手工業製品を生産する

商人や金融業者や運送業者はすーピスを生産する

労働者が労働力を生産する

※工業製品は，工場制機械工業により生産され，

労働者の労働力が用いられた。

-分配…農作物や手工業製品は，それを必要とする人々

に分配される

サービスは，それを必要とする人々に分配される

・消費…生産物は，それを必要とする人々によって生活

や利便性のために消費される。
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(第二次産業を中心に発達し，第三次産業がより発達

した時代)

以上のような経済社会の区分の上で 1の自然経済社

会と 2の封建経済社会以降の社会の大きな違いは，貨幣

を用いる社会かどうかである。

1 自然経済社会

※↓ 

貨幣経済社会

封建経済社会

2 前期商品経済社会

後期商品経済社会

産業資本主義経済社会

5 高度資本主義経済社会

今回の論文では 2以降の経済社会の特質を，貨幣経

済社会と規定し 1の自然経済社会から2の封建経済社

会へなぜ移行したのかについて考察させることとする。

いずれの時代の授業においても，どの社会のどの階層

の人間にとっても， rできるだけ多くの収入を得たい」と
いう基本的欲求があることを前提として授業を行う。

IV.小単元「自然経済社会から貨幣経済社会へJ

①小単元名 自然経済から貨幣経済へ

②小単元の目的

現代日本の抱えている諸問題は，実に多い。地方分権・

情報公開などの国内政治に関する問題のみならず，国際

社会における日本の政治的役割を考える必要がある。ま

た現在，日本は rパブ、ノレ経済Jの時代を経て，先の見え
ない「平成大不況jのまっただ、中にある。高度経済成長

期を通じて現代日本の発展を大きな力で支えてきた経済

は，今や現代日本が抱える，最も大きな克服すべき課題

なのである。そこで，未来の日本のあり方を考えるため

に，現代日本の抱える経済的諸問題を分析する視点とし

て，経済の担当且みと特質を知り，できるだけ長いスパン

で社会の発展を考察する単元が必要であると考える。経

済体制にかかわらず，どの時代の人間も「もっとたくさ

んの収入が欲しい」と考えていることを前提として，こ

の単元では，自然経済社会の時代から，貨幣を交換の仲

立ちとして使用するようになった貨幣経済の時代に入り，

手工業者の独立に代表される第二次産業といわゆるサー

ビス業などの第三次産業が発達し，当時の人々の自由な

営みを通じて，より便利な社会が形成されていったこと

を理解する。その際，小単元1や3などで，政治的事件

などの詳細な内容に深入りせず，大まかな時代の流れを

理解させた上で，経済社会の成立を学習することによっ

て，学習後の自学の手がかりを作ることを目的とする。

③小単元の構成

1.古代の政治社会

2. 自然経済社会とは何か

3.中世の政治社会

4.貨幣経済社会とは何か

④本時の到達目標

..1時間

一1時間

一1時間
・・2時間(本時)

(1)社会における貨幣の働きは，交換手段・価値蓄積

.価値尺度としての機能がある。

①市場には，売りたい人と買いたい人が集まる。

②市場でモノを売りたい人は，全部売りたいという願

いと，高く売りたいという願いを持っている。

③市場でモノを買いたい人は，いいモノを少しでも安

く手に入れたいという願し、を持っている。

④貨幣は，交換手段・蓄積対象・価値尺度の役割を持つ。

(2)貨幣経済の時代に入り，市が盛んに聞かれるよう

になった背景には，貨幣経済の浸透と，第一次・第二

次産業の発達がある。

①自然経済の時代には，基本的に現物が流通し，農民

の生産物が農民・荘官・荘園領主の収入を支えてい

た。

②貨幣経済の時代には，貨幣が輸入され，流通した。

③第一次産業では，多肥多毛作がすすんで生産性が向

上し，余剰生産物が増加した。

④第二次産業では，貨幣を獲得して生計を立てるため

に手工業製品を大量に効率よく作ることができる

ようになった。

⑤余剰生産物・手工業製品の増加が，市の活発化を招

き，貨幣経済の浸透をさらに進めることとなった。

(3)貨幣経済の浸透と第一次・第二次産業の発達を背

景として，商業・運送業・替銭業などの第三次産業が

発達した。

①市は，モノと貨幣を交換する場所であるが，市でモ

ノを購入する人の目的は，消費と転売の2つがある。

②商人は，モノを安く買い，市などで高く売り，差額

を収入として生計を立てている。

③商人は，客がほしがるいいモノを安く提供するとい

うサービスを提供して貨幣などの所得を得ている。

④運送業者はモノを，指定された場所へ，期日通りに，

安全確実に運ぶというサービスを提供して貨幣な

どの所得を得ている。

⑤替銭業者は，代銭納の普及に伴い，より安全な送付

方法として為替を発明・普及させ，これをサービス

として提供し，貨幣などの所得を得ている。

(4)貨幣経済社会は，現代社会における生産と流通の

システムの原型となっている。

①貨幣経済社会における生産ー消費関係は，自然経済
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社会における農民・地頭・荘園領主の生産一消費関

係に依存している。

②第一次産業と第二次産業の発達により余剰生産物

が市場に放出され，生産と流通が活発化することに

授業構成案(第1時)

よってサービス業が発達した。

③商人や運送業者や替銭屋は，社会で、発生したニーズ

に対してサービスを提供し，所得を得ている。

過程
耕受・ 指導上の

発問 資料 習得させたい知識
学習過程 留意点

• n庭訪腔来l広樹壮読みましょう 工関ヰM布 ① -この資料は 「庭訪増益和としも1江戸時f¥')7コ寺子屋用の

教科書として使材1たものである

-自然との開制鞠注業を何というか(農業・材業・オ告業Jょとヲ T.発問する -第一掬室業

-主こモノ制圧する仕事を何というか@品業・£村義酵さなδ T.発払守する -第三掬窒業

導入 -モノの売買や，保管・透きをする産業を何というか(陪撲・選翁・ 工発払廿る -第三的蜜業

(15分) 適言・金期帯よどう

-第三掬窒菊之即路何業というか T.発品守する -サ}ビス業

-こげ部sj{こ出戸てくる人々 の，仕事η封邑部説明、 t発問する -全てサービス業傍E次産望号である

-彼ら品、つごろどこ守哉書しえのだろう，地図布留官、しよう t発問する '14世紀明ila丈サ」ビス業朝1都信広紛肪ロ諸問こ

C沖世iこ入り，なぜサービス業カ也ん{こなったのか T.説明する 築住し守萌力し刀、た

0こU資料は 13脚部ある市崎汗を描いたものです t説肝ずる ② -掴両市明矧商品時差持品

-市場に来る人￠駒吃通して，車輪時間淵と車輪時1也~l&Oつヰ主会 t野身する

¢厨むの原因を考えよう P.答える

任荻物をもった創出主(TJはお金を持つf現出こ何を話しているのか t発払廿る .r買って下さい・・'J.rどん相府劫弥?J等

'Aはどんな童レで租話し剖ナているのか(NT..駒悩可的 R考える -少しでも高川護民賀つで欲しん、，持ってきた反糊塗部

くどうなるとAはうれしし、か> P.答える 指1fj岳、がふなど 育情和

-伯土どんな思いでA!T..話を聞いてし、るのか倣¢駒咽可的 t発払廿る -今持っているお金でできるだけ質の良い反物を多く手に 往題

くどうなると彼土うれしし、か> R答える λおえしす';t，など
(1) 

.rたくさん買ってちょうだ川.r1∞文で1民gだよ」等@湘で米を量っている期金(B)は傍らの期金と何を話しているか T.発耐る 自由に発表
(15分)

-少しでも高川麗安で買って欲しし1持ってきた絢塗郵涜 させる'BはどμJ乙島、で潤話しカヰナてL、るのか(B!T..脇悩可的 R考える

くどうなるとBはうれしし、か> R答える れないカな等

-樹立どんな思いでB~世間いている伺畑￠鳳柑可的 T.発R貯る -今持っているお金でできるだけ質の良川そをたくさλ浮

くどうなると彼土うれしし、か> R答える に対1たいな等

-汁湯にいる，売りた川人・買いたし刈説話する脇制可か T.発耐る 1モノをま迦換えたい 2モノを少しでも高く売りたい

P.答える 3持ってし、るお金でなるべく多くのものを事こ対11こい

0ここまでで(oJnlわカりたか 工費身する 1封安手段としての貨幣;2'翫煎刻象としての貨幣

R答える 3価亘尺度としての貨幣→性会における貨幣コ働き

α精時間浦和性会域活畠こ引、て復習しよう T.静庁ずる ③ プリント配

-登場人物語生だったか 工発品廿る -活費鏡主ミ在吉，農民 布

-農悶当主するモノがどこへどのように溜訊て誰叫反入になる T.発品守する -農民と在官と荘園領主の収入は全て農即コ生産幼時こよ

のかを数字て考えた主掠どんなことがわ加たか P.答える ってまカなオオ1ていたこと

-それitlLどん掛買いを持ってしずこか T.発品守する -三者ともに 「もっとたくさM収入品激し川 と

(2) P.答える 「安全・確菊ヨ見を送り，受け取りた川

(20分) .i粕矧也局制主会を何というか 1招も守する -このよう坊主~"を持っている人材事らし司、た社会を，

P.考える 自然経伊コ社会と呼ぶ

-なぜ自然怪済次時代でlj:，あまりお針演材1てし、制〉ったのか T.発fL守する -必現出1ど無功、ったほとんど涜通し叫す品、った

R答える '6宋貿易によって貨附1たくさλ府置するようになった

-ではな協輪開勺こ入ってお針鴇材もるようになった0コか T.発問する -お金を必要とする社会く貨精査研社会(←→自側鎖

R答える ~主主 >1こなった
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(2) 

(却分)

(3) 1 

。お金を必要とする趨性会く貨幣経期主会>に叫、て考えよう

-平賀明也こ比べ，車輪時間こ入って市カ温Iv!~勧寸1るようにな T.発問する

ったのiまなぜだろう P.答える

-淵>rT胡こ大草こ社回るようになるのぼよ由ミ T.部守する

(な1s!去をたくさλA控できるようlひなったのか) R答える

-このことを宮Iめことばで言うとどういえるか t発問する

-市場こ米号張物を1持ち込んだの1'Ji齢、 工発問する

-福司市でモノを売った人』え手にスれたお金をどうするのだろう T.発I'Jtする

-市場てはお金て主働市Iを買うか 工発FJ廿る

-平賀時代まて:i'l， ~ß1.O:注窟防御枠刀など)は誰がどのよう 工発情する

に生産L，椀重し・G党か R答える

.t槍時向こ入ると，米以外抗注産官軍丈誰がどのように生産し流 t発情する

通していたか R答える

.J取前韓関稲丈 t.:1博開設人として自立できたか 工招も守する

R答える

-では市では農民ρ仰とj'Ji働市1を買うか t発問する

-このことを古l灼ことぽで言うとどうし、えるか t発払守する

(第2時)

0お金で欲しいものを買っt::.Aにq 、てもう少1.，;考えてみよう

-福両市切符安物刊号や刀を買った人lえそれZをどうする劫冶 I T.箔も守する

・2のような人をイ可とし、うか |工発問する

・明日食べる米を，商人はどうやって手』こAt1るか I T.菊苛する

・その半過まどうやって手に入れるか傭人はどのようにして儲け口発払サる

るの点争 R答える

-価格のきまり方を考えよう I T.発品守する

・限歯するモノの量>訴指するお金の王むの場合と， r;折歯するモIT.発問する

ノの量く浦宣する脳波注lの場合，価書はともらカ痛くなるか IP.考える

・方式地方跡調市を価格方海叶鵠とすれJ;(どこに持って何tlT.部廿る

l措く殻1るのだろうか Ip.答える

・以上のことからま鵠時間メ前ldtベて，商期2どのように発達IT.鼎サる

した広治通をまとめよう R答える

-商人カ鴇併するサ」ピスとl;i{可か t発rJ守する

|・でI'l，福司市から瑚陸守働tどうやって通んた坊主「周l腔来)I T.発耐る
(別分)11  
と「程調市U(7津野崎見ましょう 1 P.考える

・商人制寺と同じように考えて，車輪時代以前こ比べて，運送業部IT.発問する

どのように発達した側当をまとめよう

.運送業者古苛艶共するサービスとl;i{可か

-商人柄蛋き業者なと1古来強加中心とした場弗まどこか

R考える

T.発情する

t発問する

-サービス業が発達すると，人々 ι客らUまどうなったか 1 T.発払守する

・荘調の現地ま理者である地問主これまで，運送業者を使って年貢IT.発問する

¢現物を荘重頼主::¥:iきらなくなっていった。それ』土な曲、 I P.答える

・現物年貢叫切っりにお金を送ることを何とし、うか I T.発九守する

・な法お金で彩めるのだろう I T.発問する

.f滋鋭効琴鑓し題爵詳積を全て地坊の静易で完りさばき， -IT.発問する
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④ 

-お金利吏材もるようになったから，大量の生産伽深ま

ったから，米をたくさλA主できるようになったから

-二毛側外に』酔・農具・射訓娘，ヰ需抑普及な

ど農穀労i初t菊童したから

-第一掬窒業訪溌展し生酒割前止した

-農民など

• 1 貯めておく， 2 他の欲しいモノをオ湯で貿う

-例・農悶!，反物を買う

-平努時代までI'l，技術のある農聞2劇宇掛合間に掴

領主の婁拘ヨ芯じてっくり，公事として縛めていた

-刀だけを帯守につくるヌ脂台や，鍋曜だけをつくる専

P'l<1議耕強市などが事謬設するようになった

-川、モノをたくさM1三り，市場事訴って高く謂刷工た

くさλmお金カ平に入り，欲しいモノ刺町も手に入

る豊カな生活方吋きるようになったから

-織開設人相蹄台骨糊恥今日食べる米を買う

-第三次産業坊主袋駅扮期妥訊生商担痛まった

. 1食べる，着る，使う 2矧灼ところで高く売る

.商人

・お金島長と交設する

.1IIl伽潤d、市場でモノを仕組て，1IIl緒方痛い市場でそ

れk売り，差謬むつお金を手にする

・物価訪積雪するモノの畠こ対する貨札勺温だ決まる

.~1fててみó

-たくさ人刀人治深まり，買う人の多く於お金を光くさんl自分古滴人

持っている市場伝部く平安京>)になったつ

・サ」ピスを提供して生計を立てる帯初月期顎れ九 |もりで考え

る

-割t求めているしも泊をより安く提供する

①|輪開蹴ど

② 

-曹司0定量差鮪抗陸上・海上でモノお軍)¥その手掛十自分時監

で盟十を立てる曹司の人開顎れ活沼した |業者になっ

・早く，安芸当己確菊こモノを運~たつもりで

・通総肪0暗翻~潤防など |考える

-僚制こなった

・荘譲願主掛めるべき年貢を横取りは古めたから

.年実叫対コりにお金を送るようになったから

.t強制
車輪時内ス

前の祉会を

-盗鴻3肘 uこくb、から傭l問、ら餅ヲから等|思し世す

・市場でモノ叫直:f1カ精し唱事こ売ることで，たくさλぷお



定額ηお金を荘重際自こ送るようになったカ叱れi土加ftJ' R答える 金を手にすることができるから

-しかし"1拠却何樹岨主(1榔旬開を却万円分荘園領主に T.発問する • 1ωkg 

送t'u工 4万総ηお金を運ぶことになる。これは伺同になるか R答える

-童誌、お金を遠別スクを減らす7ヒ刷こ生まれた仕事ガ可か t発払守する -替銭業

-幸幸主主業わシステムを知ろう T.鼎守する -鶴掴之助の市裁こ鶴笠弘湖町市場こ鶴握B

R考える を開業し提携するー噸批 Aのところに行って害府

P.答える を発行してもらい，在国領主に送る→害併を受け取っ

t::f:掴領主主 BIこ行ってお金を払い戻してもらう→替

銭昌之 AかBのとちらかで手掛壮受け取り，そのお

金明月日のお米を買って食べて生きてゆく

-荘重修註も，地頭も，なを管銭業を手時するようになるのか t発問する -荘重頗主も輝頁も，盗扮3母オ1て収入ゼロより，少々 高 荘彊領主・

P.考える くても(手数料がかカりても)磁調こお金を手にスれた 却額のそれ

R答える りま途を省軍務註のもと同執る方抗、、 告1tJ)立場

.;齢主由主新司勾妾鶏こあたるか T.発問する -第三的産業サービス業 で考える

• A--Glt.何と昭裁もる人々 だろう 1発PJ廿る ⑤ 'A=地頭 B=鋳捌 c=;:蹴台 D=商人 E=運

R答える 送業者 F=.荘重顕主 G=鶴見室

-貨幣経済白時ft"ではみんえど欲しいものを手に対もることができ 工発問する 1農民刀反対主自分問撞した米 2極的臥J丈農民

たのだろうれここまで完損してきたことを，収入σ税制、ら，図 P.考える カ注産した米(自分の{町、らの反入も含u)!::it!坊の市

を見J必1ら磁認してみよう 場計岡部索作をして得た貨幣;3荘重願主の反対丈農

間注産した米などが売られ1と代金としての貨幣" 4 

手工業者の反対主自分古注産した手工業品を売って得

た貨幣;5商人の反対主持jlO)オ萌でモノを買った人

カヰムった貨幣;6運送業者向反対丈運送を依頼した人々

終結 カヰムった手数料としての貨幣 7鶴題α反対丈振り
ω分) 替えを依頼しt:J、々 カ守ムった手数料としての貨幣

-なぜ，中出3まし、って，商業・運送業先どの第三次産業事こ属するサ T.発fL守する -第一次・第二次産期満室L，余書記生産開制裁訪畑さ

ーピス鄭写鑓したのだろうか P.答える ⑤ n.お金を媒介として広く滴置するようになったから プリントに

-貨幣経済犯時代とは自然経済況時代と上撤して，どのよう相寺代 t発ι守する -人々 の暮ら¥s)中て切願しの実現と協崎献というの 書き込みな

であったといえるか P.考える 動、=ーズl唱える敵調fゴ泣産と流通の桝協が成 がら考える

R答える 立しt::Jl者守であった

-なぜ自然経済から貨幣経沸こ佐会のシステム地変化したのか T.英TL守する -その変印式銭坊私と普及による生産と前朝時化 調寺を復習

開巧が封1.1主貨幣経済制寺fはそι殺どうなったカなとTこっ R答える によってもたらされた

いて紺1る)

資料①「庭訓往来J， 資料②「一遍上人絵伝J， 資料@r政和通宝J， 資料④学習プリント「古代の生産と流通J，

資料⑤学習プリント「中世の生産と流通j

V.おわりに

自然経済社会から貨幣経済社会への移行を，生産・分

配・消費の観点から，モノと貨幣を扱う人間の営みとし

て理解する授業試案を提示したが，本授業案は，現代の

複雑化した経済社会を理解させるための授業ではない。

・経済社会の時代区分については，さまざまな論があり，

中学校社会科歴史的分野の授業において，より妥当性

があり，利用可能なものにしていくこと

・貨幣経済社会以降の授業案については，これからの研

究の継続的課題であること

などがこれからの課題である。

たくさんのご批判をいただき，ご指導を仰ぎながら，

今後の研究の糧としてゆきたいと考える。
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